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　2013年、「和食」がユネスコ無形文化遺産に登録されました。年々
増加している訪日外国人観光客の目的のひとつは、「日本食を食べる
こと」といわれています。それだけ外国の方々の日本食への関心が高
まっているのです。世界の食市場規模は、2009年の340兆円から
2020年には680兆円と約２倍に増えていくと予想されます。さらに
2020年には東京オリンピックが開催され、世界の目が日本に向けら
れています。
　2014年には訪日外国人が1300万人を超え、今まさに日本の四季
折々の魚介、野菜ほか安心安全な日本生まれの食材をアピールする絶
交のチャンスといえます。訪日時に日本食のファンになった外国人観
光客は、帰国後も日本食、食文化の魅力をさらに広めてくれることと
思います。
　また訪日外国人観光客による食関係の市場は年々拡大しており、特
に外食・中食の中小店舗や地方の飲食店が外国人観光客を呼び込む
ことは、その地域の活性化にも繋がっています。海外の国には、その
国ごとの生活習慣や食のルールがあります。外国語での対応はもちろ
んのこと、イスラム教徒（ムスリム）ほか宗教上の理由から食べてはい
けない食材も存在するので、それぞれの国、地域、民族に適したサービ
スが求められます。
　本書は訪日外国人に満足いくサービスを提供するための「インバウ
ンド対応」のガイドブックです。外国人観光客とのコミュニケーション
ツールとして店舗サービスの更なる向上にお役立ていただければ幸
いです。

はじめに



〈第1章〉

インバウンド対応とは



〈
第
1
章
〉 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
と
は

〈
第
2
章
〉 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応 

実
践
編

〈
第
3
章
〉 

付
　
録

　滞在期間の延長や観光ビザの必要がなくなるなどの、
ビザの大幅緩和、外国人観光客向けの家電製品、衣料品、
装飾品、食品飲料類への税金制度の拡大のほか、円安、格
安航空券（LCC）の影響もあり、今までにないスピードで
訪日外国人観光客が増えています。
　2015年7月には、１カ月間の訪日外国人観光客は190万
人を越え、過去最高の人数に達しました。同年1月から12
月までの累計では1,973万7,000人と、2014年の1,341万
人（日本政府観光局（JNTO）調べ）を大幅に越え、観光庁
では2,000万人の達成が十分視野に入ってきたとしてい
ます。
　さらには、2016年5月伊勢志摩サミット、2019年ラグ
ビーワールドカップ、2020年東京オリンピック・パラリン

訪日外国人観光客の推移と
インバウンド対応の必要性
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ピックに向け、訪日外国人観光客がますます増加するこ
とが予想されます。停滞している国内消費を見据えると、
訪日外国人観光客の増加は、飲食店、小売業にとって、
大きなビジネスチャンスといえます。
　今後、訪日外国人観光客をスムーズに受け入れるため
の多言語対応、ムスリム旅行者への対応など、環境整備も
進めていく必要があります。

＊インバウンドとは？
インバウンド（inbound）とは、外から入ってくる旅行、一般
的に訪日外国人旅行を指す。対義語は外に出る旅行、海外
旅行でアウトバウンド（outbound）

訪日外国人観光客数の推移
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地方訪問率
（観光庁 訪日外国人消費動向調査 平成27年7月～9月期より引用）

インバウンドの地方への波及
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　訪日外国人観光客の増加は、日本にとって、日本食への
関心や信頼を高める好機であり、その経済効果は絶大とい
えます。
　観光庁による平成26年の訪日外国人消費動向調査によ
ると、「観光・レジャー」目的での都道府県別訪問率は、東
京・大阪の２大都市圏のみを訪問した観光客が44％なのに
対し、その他の地方都市も訪問した割合は56％と高く、さ
らに、地方のみを訪問した割合も28%にのぼるなど、２人
に１人の訪日外国人観光客が東京・大阪の大都市圏以外の
地方を訪問していることがわかりました。
　国籍・地域別に地方の訪問比率をみると、「２大都市圏と
地方訪問」および「地方のみ訪問」した観光客の割合が中
国では全体の7割近く、豪州も６割超ととくに高く、その他
の国籍・地域でも約5割の観光客が地方都市を訪問してい

ました。また、地方のみを訪れる場合、出入国とも地方空港
を利用する観光客の割合がいずれの国籍・地域において
も９割を超えているということもわかりました。
　地方を訪れた多くの訪日外国人観光客の目的が、「自
然・景勝地観光」、「温泉入浴」、「旅館に宿泊」、「日本の酒を
飲むこと」、「スキー・スノーボード」など多岐にわたり、積極
的に日本の文化や食を楽しんでいることもわかりました。
　以上のように地方への訪問が増えるなか、東京都や大阪
府、沖縄県などは知名度も高く、訪日外国人観光客への対
応も進みつつありますが、一方で地方の観光地は、まだま
だ海外へのアプローチが行き届いておらず、今後は言語対
応を含め、外国人向け新メニューの開発や新商品作りなど
を促進し、世界に通用する、魅力ある観光地を目指すこと
が早急に必要です。

2大都市圏
のみ訪問
44%

地方を訪問
56%

首都圏のみ訪問
21%

近畿圏のみ訪問
17%

首都圏と近畿圏のみ訪問
7%

2大都市圏と地方訪問
28%

地方のみ訪問
28%



出典：JNTO（日本政府観光局）

インバウンドの国別割合

　訪日外国人観光客の内訳は東アジアが圧倒的に多く、台湾、韓国、中国、香港の４つの国で約72％を占め、次いでアメリ
カ、タイ、オーストラリアと続いています。
　東アジアに比べると東南アジアからの観光客が少なく、インドが10万人との結果が出ています。現在、人口を見ると中国
13億6000万人、インド12億7000万人であり、インドでいえば人口に対する訪日外国人観光客の比率が非常に低いことが
分かります。
　国連が2022年にインドが逆転して世界一の人口大国になると予想するなど、今後、アジアの人口増加が見込まれており
南アジアや東南アジアからの訪日外国人観光客の増加が見込まれます。
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主な訪日国の休日・祝日

　訪日外国人観光客の多くを占める台湾、韓国、中国、香港とも、旧暦である春節の２月と、各国によって休日名は異なりま
すが、中国における国慶節の9月・10月が大型連休になっています。また、欧米各国については、欧州でのバカンス時期の7
月～8月頃とクリスマス休暇、さらに、日本の花見・紅葉時期に合わせての訪日などが、訪日外国人観光客の増加につながっ
ています。
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2016年
〈2月〉
●台湾 （春節） 2月 7日（日）～ 2月 12日（金）
●韓国 （旧正月） 2月 7日（日）～ 2月 9日（火）
●中国 （清明節） 2月 7日（日）～ 2月 13日（土）
●香港 （春節） 2月 8日（月）～ 2月 10日（水）

〈3月～4月〉
●日本の桜花見時期

〈7月～8月〉
●欧米各国　バカンス時期

〈9月〉
●台湾 （中秋節） 9月 15日（木）～ 9月 16日（金）
●韓国 （秋夕） 9月 14日（水）～ 9月 16日（金）
●中国 （国慶節） 9月 15日（木）～ 9月 17日（土）

〈10月〉
●中国 （国慶節） 10月 1日（土）～ 10月 7日（金）

〈11月～12月〉
●日本の紅葉散策時期
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